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2016年 8月 30日 

報道関係各位 

 

大和ハウス工業株式会社 

代表取締役社長 大野直竹 

大阪市北区梅田 3-3 -5 

 

■繰り返す地震により、心も「ゆれ疲れ」することが明らかに 

繰り返しの巨大地震に備える、地震災害に関する防災意識の実態を調査 

 

大和ハウス工業株式会社（本社：大阪市、社長：大野直竹）は、9 月 1 日の「防災の日」を前に、

お客さまにとって「安全・安心」な住まいの提供に役立てるため、住宅購入検討者を対象とした、防

災意識や心的ストレスについての実態調査を実施しました。 

地震のゆれの影響で、体調不良や精神的なストレスを感じることを「心のゆれ疲れ」と定義し、そ

の経験の有無を調査した結果、過半数の方が「心のゆれ疲れ」を経験しているという結果が得られま

した。 

●調査結果トピックス 

１．繰り返す地震のゆれで、家だけでなく心も「ゆれ疲れ」している 

２．防災対策に関する知識はあるが、実行できていない 

３．防災対策の実践は、地域によって大きな格差あり  

 

●調査背景 

当社は、大地震やエネルギー不足、地球温暖化に対する不安を解消すべく、お客さまにとって「安

全・安心」な住まいを追求してきました。その中でも、2011 年 3 月に発生した「東日本大震災」

以降、大地震後に発生する連続的な余震により、住宅が繰り返しの地震を受けることで耐震性能が

低下する「ゆれ疲れ」※1に着目しました。2014年 1月、繰り返し発生する大地震による揺れを抑

え、新築時の耐震性能を維持する戸建住宅最上位商品「xevoΣ（ジーヴォシグマ）」を発売。これ

までに販売目標を大幅に上回る累計約 6,000棟を販売し、ご好評いただいています。 

また、2016 年 4 月に発生した「平成 28 年熊本地震」では、震度 7 の地震が 2 回も発生したほ

か、震度 1以上の地震はこれまでに 2,000回以上観測されています。このような繰り返し発生する

余震は、強い揺れが再び発生するかもしれないという不安や、家がきしむ音など、被災者に対して

強いストレスを与えると言われています。 

そこで、未曽有の被害をもたらした熊本地震を受け、防災意識の実態を明らかにするとともに、

地震が被災者に与えるストレスについても調査を行うこととしました。今回の調査は、防災意識・

対策について、改めて見直していただくとともに、より「安全・安心」な住まいの開発の一助とす

ることを目的として実施しました。 

※1. 複数回にわたって、繰り返し大地震を受けることで、建物の構造体が少しずつ損傷し、耐震性能が少しずつ
低下する現象。 
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●調査概要 

実査時期：2016年 8月 6日（土）～2016年 8月 7日（日） 

調査方法：インターネット調査 

調査名称：「地震災害に関する防災意識の実態についてのアンケート」 

調査対象：全国／新築戸建住宅（注文住宅・建売住宅）購入検討者 

回答者数：1,035名 

 

●調査結果 

１．住宅だけでなく、心も「ゆれ疲れ」している 

地震の「ゆれ」の影響で、体調不良や精神的

なストレスを感じることを「心のゆれ疲れ」と

定義し、震度 5以上の地震経験者に「心のゆれ

疲れ」の経験の有無を調査したところ、52.1％

と、過半数の方が「心のゆれ疲れ」を経験して

いるという結果が得られました。 

また、「心のゆれ疲れ」を感じた具体的な項

目として、「地面は揺れていないのに、揺れて

いるように感じる」、「家の倒壊が怖い」などが

挙げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「心のゆれ疲れ」の経験（対象 699 名）】 

 

●「心のゆれ疲れ」についてのアンケート結果 

（１）「地面は揺れていないのに、揺れているように感じる」 

居住地 性別 年齢 職業 症状 

東京都 男性 38 会社員(事務系) 揺れていないのに揺れているようなめまいが起きた 

大阪府 男性 33 その他 余震によって常に揺れているような感覚が続いた 

大阪府 男性 40 会社員(事務系) 
阪神淡路大震災のあと、地震じゃなくても揺れているような錯覚
がしばらく続いた 

茨城県 女性 32 会社員(その他) 
東日本大震災で、余震が多かったので、余震がきてなくても、揺
れている感じがしてしまった 

福岡県 男性 36 自営業 
なんとなく常に揺れているような感覚になる。 大地震が来るの
ではないかといつも不安になる 

 

（２）「家の倒壊が怖い」 

居住地 性別 年齢 職業 症状 

北海道 男性 34 会社員(その他) 
家具が倒れたり、飛んでくるのではと想像すると、家にいるのが

怖くなった 

東京都 男性 53 会社員(事務系) 潰れるかもしれない 

熊本県 男性 36 会社員(その他) 家の中にいるのが怖くなる 

東京都 男性 59 その他 
強い揺れによって家屋の倒壊等を連想し強いストレスを感じ一

時家にいるのが怖くなった 

福岡県 男性 42 会社員(技術系) 家具などの揺れが大きいため、モノが壊れないか不安に陥った 



3 

 

（３）心的ストレス等  

居住地 性別 年齢 職業 症状 

大分県 女性 27 
パート・ 

アルバイト 
繰り返す地震の揺れで 1週間くらい不眠症になった 

奈良県 男性 58 会社員(その他) 船酔いのような感じと強い恐怖感 

山梨県 女性 35 会社員(事務系) 自律神経が乱れて体調不良になった 

宮城県 男性 32 
パート・ 

アルバイト 
少しでも揺れるとドキッとして心臓がバクバクして汗がでた 

大分県 女性 31 専業主婦 
妊娠中だったこともあり、いつ揺れが来るかと心配になり、切迫

早産になった 

愛知県 男性 59 会社員(技術系) 恐怖で萎縮性胃炎を発症した 

 

２．防災意識や知識、行動に関する調査 

（１）防災対策に関する知識はあるが、実行できていない 

      地震対策について、「知っていること」と「実践していること」のそれぞれの割合につ

いて調査しました。「家屋の耐震化や耐震診断を行う」について、53.6％が「知っている」

と回答した一方、「実践している」という方の割合は 5.0％と、「知っていること」と「実

践していること」に大きな差異が見られました。 

 
【地震対策について「知っていること」と「実践していること」（対象 1,035 名）】 

 

（２）耐震住宅に関心はあるが、耐震の内容については知識不足 

      将来、戸建住宅に住む場合に検討している地震対策として「耐震住宅を選ぶ」が 53.3% 

と、過半数を超える結果となりました。 

      しかし、「住宅の耐震等級」について知っている方の割合は 12.3％、「耐震・制震・免 

震の違い」を理解している方の割合は 23.8％と低く、地震対策について関心がある一方、

地震対策について理解している方は少ないことが分かりました。 

 
【将来、戸建住宅に住む場合に検討している地震対策（対象 1,035 名）】 
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【耐震等級についての知識（対象 1,035 名）】 【「耐震」「制震」「免震」の違いの理解（対象 1,035 名）】 

 

 

３．地域ごとの防災意識に関する調査 

（１）防災対策の実践は、地域によって大きな格差あり 

      地震対策として実践していることを、北海道、東北地方、関東地方、中部地方、近畿地

方、中国地方、四国地方、九州・沖縄地方の 8つの地域に分けて集計しました。全 11項

目のうち、「食料や飲料水を準備する」、「携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備する」

などの 8項目において、関東地方が最も高い割合で実践していることがわかりました。 

一方で、北海道および中国地方では、4項目において実践している割合が最も低くなり

ました。 

 

【エリア別 実際に防災対策として実践していること※2（対象 1,035 名）（単位：％）】 

 
※2.項目ごとに、最も実践率の高いエリアを赤に、最も実践率の低いエリアを緑に色づけたもの。 
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（２）認知されていない「地震の被害予測」と「自治体による災害対策」 

      居住地域での「地震の被害予測」に関する認知度は全体で 39.2％であり、「自治体によ

る災害対策」の認知度は 25.5％となりました。 

      また、エリアごとに見てみると、「地震の被害予測」については、四国地方が高く、ま

た、「自治体による災害対策」では、関東地方が高い結果となりました。 

 
  【居住地域での「地震被害の予測」および「自治体による災害対策」の認知度（対象 1,035 名）】 

 

●戸建住宅「xevoΣ」に新仕様「xevoΣs（ジーヴォシグマ・エス）」追加 

  当社は、2016 年 5 月 14 日に、建築地が熊本県、もしくは熊本地震による罹災証明※3を取得し

た方を対象として、繰り返しの巨大地震でも初期性能を維持し、建物の変形量を低減させる仕様を

搭載した復興支援戸建住宅商品「xevoΣK（ジーヴォ・シグマケイ）」を発売し、好評をいただい

ています。 

そしてこのたび「xevoΣK」の販売好調と本調査の結果を受け、エリア限定で販売中の「xevo

ΣK」の同仕様を、2016年 9月 1日より新仕様「xevoΣs」とし、全国に販売エリアを拡大します。 

 「xevoΣs」は、「xevoΣ」の 1 階部分の東西・南北 2 方向にエネルギー吸収型耐力壁「D-NΣ

QST（ディーネクスト）」を 2 枚ずつ追加する仕様※4を提案。これにより、「制震パネル」を搭載

した「xevo」と同等の変形量に低減させます。建物の変形量を低減させることで、巨大地震が繰

り返し発生した場合でも、「心のゆれ疲れ」にも配慮します。 

※3．自然災害などにより住宅などが損壊した場合、各自治体が一定の基準に基づき判定し、証明するもの。 

※4．耐力壁を東西、南北 2枚ずつ追加した場合、プランにより異なりますが、最低 10万円程度金額が上がります。 

 

●「これからの大規模地震に備える、次世代防災について考える」シリーズ配信について 

当社が配信する住まい情報お役立ちコラム「TRY 家（トライエ）コラム」にて、関西大学社会

安全センター長 河田惠昭先生や、広域首都圏防災研究センター長 群馬大学大学院 片田敏孝先生

の防災に関するインタビュー記事を、2016年 8月 12日より順次配信しています。 

有識者へのインタビューを通して、これから起こりうる大規模地震について、最大限の備えを

することの重要性を呼びかけます。 

 「TRY 家コラム」URL：http://www.daiwahouse.co.jp/column/technology/prevention/index.html 

  

以  上 

お問い合わせ先 

広報企画室 東京広報グループ   03（5214）2112 

広報グループ     06（6342）1381 

 

http://www.daiwahouse.co.jp/column/technology/prevention/index.html

